
2023年ふれあい文化の祭典

のヲ丑呆夕ひ朱う

諜鵜講親鶏畿蕎＼、
講　演　峯澤　典子（詩人）

演　題　わたくしの詩の読み方。書き方

品を具体的に読みながら、

の書き方についてもご紹介します。

・のりこ）　プロフィール

くぼ市にうまれる

英夫学文学部フランス文学専攻卒業

2008年月刊誌『ユリイカ』の詩の投稿欄で新人に選ばれる

2008年第一詩集『水版画』（ふらんす堂）刊行 2022年第四詩集『微熱期』（思潮社）刊行

2013年第二詩集『ひかりの途上で』（七月堂）刊行　　　　　　2022年『微熱期』で第60回歴程賞受賞

2014年『ひかりの途上で』で第64回H氏賞受賞　　　　　　　2023年6月から「現代詩手帖」

2017年第三詩集『あのとき冬のこどもたち』（七月堂）刊行　　　　　　　新人作品投稿欄の選者を務める

申込み：はがきに、住所・氏名・霞話番号明記の上お申込み下さい。（氏名にふりがなを！

締切り：9月20謹（水）＊コロナ感染防止のため入場剃限有り（申込み予約100名まで）

連絡先：詩のフェスタひょうご実行委員会事務局　野日華雄

〒657－0846　網戸市灘区岩屋北野4－4－5－902

TeL＆Fax：078－88上3702

【マスク着用の上お越して三一㌧】

ラヴ壇恭血ル

裾声帯申興産申出車道4－10－8　teL‘078－29十1117

日補声市営地下鉄「県庁前駅」より400m

田JR・阪神「元町駅」より700m

塵JR・地下鉄「三宮駅」、阪急・阪神「神戸三言嚢＿ニ′；1∴くm

H高速「花隈駅」より1．1km

報山陽新幹線「神戸駅」より2km

主催　ふれあい文化の祭典詩のフェスタこ、ようこ美雪委員会・

兵庫県・公益財団法人兵庫県芸術文化室会・兵庫県現代詩協会


